
『
萬
葉
集
佳
調
』
は
肥
後
藩
士
の
長
瀬
真
幸
が
刊
行
し
た
「
萬
葉
集
』

の
秀
歌
撰
で
あ
る
。
真
幸
は
寛
政
五
年
に
伊
勢
の
本
居
宣
長
に
入
門

し
、
同
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
の
江
戸
遊
学
時
に
は
、
江
戸
派
の

村
田
春
海
や
加
藤
千
蔭
ら
と
交
わ
っ
た
。
そ
の
遊
学
の
成
果
と
し
て

編
ま
れ
た
の
が
『
萬
葉
集
佳
調
』
（
以
下
『
佳
調
』
）
で
あ
る
。
『
佳
調
』

に
は
寛
政
六
年
の
刊
記
を
も
つ
正
編
（
外
題
・
内
題
に
は
『
正
編
』

と
は
見
ら
れ
な
い
が
、
便
宜
上
『
正
編
』
と
称
す
る
）
と
同
十
一
年

の
刊
記
を
も
つ
続
編
（
以
下
『
拾
遺
』
と
称
す
る
）
と
が
あ
る
。

こ
の
「
正
編
』
『
拾
遺
』
に
は
諸
本
も
多
く
存
在
し
、
幾
度
も
版

が
重
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
本
稿
で
は
『
正
編
』
と
『
拾
遺
』

の
諸
本
の
整
理
を
行
い
、
そ
の
出
版
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

ま
た
『
拾
遺
』
の
編
纂
過
程
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
に
も
そ
れ

ほ
ど
詳
し
い
言
及
が
見
ら
れ
ず
、
江
戸
派
の
人
物
た
ち
ゃ
、
宣
長
の

は
じ
め
に

長
瀬
真
幸

『
萬
菓
集
佳
調
』

の
出
版

影
響
な
ど
未
解
明
な
部
分
を
多
く
残
し
て
い
る
。
よ
っ
て
真
幸
と
宣

長
と
の
往
復
書
簡
を
軸
と
し
て
、
『
正
編
』
に
対
す
る
本
居
宣
長
の

評
価
と
『
拾
遺
』
編
纂
の
過
程
を
見
て
行
き
た
い
。

諸
本
の
書
誌

国
文
学
研
究
資
料
館
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
紙
焼
本
な
ど

合
わ
せ
る
と
三
十
を
越
え
る
数
の
『
正
編
』
『
拾
遺
』
の
諸
本
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
本
調
査
で
は
資
料
館
の
も
の
と
、
個
人
蔵
の
も
の

の
整
理
を
試
み
た
。
ま
ず
『
正
編
』
『
拾
遺
』
単
独
の
も
の
、
『
正
編
』

と
『
拾
遺
』
の
合
綴
さ
れ
た
も
の
に
大
き
く
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ら

を
刊
記
の
別
で

A
か
ら

H
に
分
類
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本
の
所
在

は
刊
記
の
後
に
示
し
た
。
ま
た
そ
れ
ら
の
印
行
年
次
の
早
い
順
に
並

べ
た
も
の
〈
仮
説
〉
を
記
し
た
。

佐

方

章

子

-81-



B
 

A
 

杵
築
図
本
、
西
尾
市
岩
瀬
本
、
国
文
研
石
野
本

」

国
文
研
長
井
本
①
、
小
保
内
道
彦
本
①
、
三
原
図
本
、

祐
徳
稲
荷
中
川
本
、
米
谷
本
②
、
山
崎
本

」

国
文
研
本
、
北
海
学
園
北
駕
本
、
弘
前
図
本
②
、
弘
前
図
本
③
、

東
都

山
下
御
門
前
山
下
町

萬
屋
太
次
右
衛
門

東
都

岡

田

屋

嘉

七

芝
神
明
前

堀
野
屋
仁
兵
衛

京
都

出
雲
寺
文
次
郎

本
石
町
四
町

H

京
都

出
雲
寺
文
次
郎

寛
政
六
年
四
月
朔
日

＿ 
土
佐
山
内
家
宝
資
本
、
川
平
本
、
国
立
国
会
図
書
館
本
①
、

」

弘
前
図
①
、
刈
谷
図
村
上
本
、
バ
ー
ク
レ
ー
三
井
本
、
久
松
国
男
本
、

三
條
通
升
屋
町

D
 

英

平

吉

出
雲
寺
文
次
郎

肥
後
州

寛
政
六
年
四
月
朔
日

-, 

〔
「
正
編
』
〕

尚
古
堂
蔵
版

c
 寛

政
六
年
四
月
朔
日

-, 
酒
田
光
丘
本
、
新
潟
大
佐
野
本
、
吉
永
登
本
、
大
阪
女
大
図
本
、

諏
訪
図
、
国
立
国
会
図
書
館
本
②

東
都

京
都

本
石
町
卜
軒
店

寛
政
六
年
四
月
朔
日

-----i 

：
；
條
通
升
屋
町

條
通
升
屋
町

し

-82-



小
保
内
道
彦
本
②

F

「文
政

九
年

丙
戌

春
旦

四
方

魁
行

房 書

京
都

江
戸

大
阪

大
阪

尾
府

紀
州

伏
見
屋
与
兵
衛

大
阪
屋
茂
吉

河
内
屋
茂
兵
衛

秋
田
屋
良
助

玉
野
屋
新
右
ヱ
門

阪
本
屋
喜
市

L— 」

国
文
研
長
井
本
②
、
中
京
大
図
本
、
国
立
国
会
図
書
館
本
③

E
 

長
崎
大
経
済
武
藤
本

書
林

H

「東
京 東

都
京
都

浅
草
区
北
東
仲
町

浅
倉
屋
久
兵
衛

岡
田
屋
嘉
七

芝
神
明
前

」

盛
岡
公
民
本
①
、
盛
岡
公
民
②
、
茨
城
県
歴
史
本
、
阪
市
大
森
本
②
、

上
田
図
花
月
本
、
米
谷
本
③

橘

屋

清

蔵

出
雲
寺
文
次
郎

屋
儀
兵
衛

熊
本
新
町
一
11

T
目

．
條
通
升
屋
町

橘

〔
「
拾
遺
」
〕

「寛
政
十
一
年

出
雲
寺
文
次
郎

京
都
書
林
御
幸
町
通
御
池
L
ル
町

〔
「
正
編
」
＋
「
拾
遺
j

の
合
綴
〕

,D
「寛

政
六
年
四
月
朔
日

三
條
通
升
屋
町

未

初

夏

G

刊
記
な
し

阪
市
大
森
本
①

L— 
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〈
仮
説
〉
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
「
正
編
』
の
編
纂
の
過
程
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。
白
石
良
夫
氏
「
覚
書
長
瀬
真
幸
伝
」
（
「
江
戸
時

代
学
芸
史
論
考
j

三
弥
井
書
店
、
二

0
0
0
)
に
は
、
真
幸
に
関
す

る
年
譜
考
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
九
五
頁
に

四
月
一
日
、
『
万
葉
集
佳
調
j

が
こ
の
日
付
で
刊
行
さ
れ
る
。

真
幸
の
生
前
唯
一
の
刊
本
で
あ
り
、
こ
の
た
び
の
江
戸
遊
学
の

成
果
で
も
あ
っ
た
。
版
本
奥
付
に
は
、

寛
政
六
年
四
月
朔
日

と
あ
る
。
が
、
実
際
に
出
来
上
が
る
の
は
、
五
月
末
に
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
月
二
六
日
付
真
幸
宛
て
の
村
田

春
海
書
簡
（
上
妻
文
庫
蔵
「
諸
名
家
書
状
写
」
）
に
、

佳
調
の
事
、
校
考
刻
板
と
も
既
に
出
来
候
へ
ど
も
、
仕
立

今
に
完
成
不
仕
候
。
書
陣
に
相
か
け
合
候
所
、
当
月
末
に

は
皆
出
来
と
申
候
。
出
来
次
第
、
御
約
束
の
通
諸
家
へ
相

く
ば
り
申
候
様
に
可
仕
候
。

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
が
知
ら
れ
、
ま
た
、
出
版
と
そ
の

〈
仮
説
〉

〔
『
正
編
」
〕

〔
「
拾
遺
』
〕
口

〔
『
正
編
j

+

「
拾
遺
j

の
合
綴
〕

,
D
.
 

H
 

A 

↓
 

↓
 

E
 

B
 

↓
 

↓
 

F

↓

G
 

c
↓

D
 

後
に
関
し
て
は
春
海
に
託
し
て
江
戸
を
あ
と
に
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。

と
あ
る
。
「
正
編
』
の
刊
記
は
「
寛
政
六
年
四
月
朔
日
」
と
あ
る
が
、

実
際
の
刊
行
は
五
月
末
以
降
な
の
で
刊
記
と
実
際
の
刊
行
時
期
に
ず

れ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
刊
行
さ
れ
た
頃
は
真
幸
が
江
戸
に
お
ら
ず
、

刊
行
の
一
切
は
春
海
に
任
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

〈
仮
説
〉
に
お
い
て
『
正
編
』
の
順
番
を

A

↓

B

↓

c
↓

D

と
し
た
。

A
に
は
書
陣
名
が
な
く
、
「
肥
後
州
尚

古
堂
蔵
版
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
肥
後
州
の
書
陣
ま
た
は
人
物
が
関

わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
前
述
の
白
石
氏
の
言
及
や
学
術
書
の
通
例

を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
江
戸
に
お
い
て
真
幸
が
自
費
出
版
と
い
う
形

で
刊
行
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
自
費
出
版
だ
と
仮
定

す
る
と
、
「
肥
後
州
尚
古
堂
」
の
「
尚
古
堂
」
と
は
真
幸
の
堂
号

だ
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
費
用
が
ど
こ
か
ら
捻
出
さ
れ
た
の

か
気
に
か
か
る
。
自
費
出
版
の
費
用
を
工
面
す
る
の
も
容
易
で
は
な

い
と
想
像
さ
れ
、
寛
政
六
年
に
三
十
歳
だ
っ
た
長
瀬
真
幸
に
多
額
の

費
用
が
支
払
え
た
の
か
、
疑
問
が
残
る
。
ど
こ
か
ら
か
費
用
の
援
助

が
あ
っ
た
可
能
性
も
な
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
現
段
階
で
は
こ

れ
以
上
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

A
は
刷
り
の
状
態
な
ど
か
ら
見
る
と
、
初
版
だ
と
し
て
も
後
の
方

に
刷
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

A
の
刊
記
が
刷
ら
れ
た
左
側
に
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は
大
き
な
空
白
が
見
ら
れ
、
こ
こ
に
書
罪
が
彫
ら
れ
て
い
た
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

A
よ
り
も
前
に
刷
ら
れ
た
も

の
も
恐
ら
く
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
確
認
で
き
る
範

囲
で
は
初
刷
り
に
最
も
近
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

次
に
B
の
諸
本
だ
が
、
刷
り
の
状
態
か
ら
判
断
し
た
場
合
、

A
と

同
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
位
置
に
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。

B

の
書
誌
に
「
出
雲
寺
文
次
郎
」
と
あ
る
が
、
こ
の
書
陣
は
『
京
都
書

林
行
事
上
組
済
帳
標
目
」
（
京
都
書
林
仲
間
記
録
⑤
、
ゆ
ま
に
書
房
、

一
九
七
七
）
寛
政
八
年
九
月
の
項
（
三
一
―
―
―
頁
）
に
見
ら
れ
る
。

万
葉
集
佳
調

現
代
で
も
著
作
権
が
存
在
す
る
の
と
同
様
に
、
江
戸
期
に
本
屋
が
書

物
を
出
版
す
る
と
、
そ
の
書
物
に
対
す
る
権
利
「
板
株
」
が
生
じ
た
。

ま
た
「
京
都
書
林
行
事
上
組
済
帳
標
目
』
の
解
説
か
ら
、
当
時
の
重
板
・

類
板
や
蔵
板
・
開
板
に
関
す
る
取
り
決
め
に
つ
い
て
窺
う
こ
と
が
出

来
る
。
こ
の
「
出
雲
寺
文
次
郎
よ
り
口
上
書
出
る
」
の
記
載
は
、
板

権
を
得
た
こ
と
の
書
林
仲
間
へ
の
報
告
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
推
察
し
て
、
少
な
く
と
も
寛
政
八
年
九
月
以
前
に
は
「
出
雲
寺
文

次
郎
」
が
『
正
編
』
の
板
株
を
手
に
入
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
改
訂
版
』
（
未
刊
国
文
資
料
刊

江
戸
表
に
て
出
来
。
出
雲
寺
文
次
郎
よ
り
口
上

書
出
る

と
あ
る
。
影
印
本
に
お
い
て
『
拾
遺
』

墨
付
二
十
八

T

〈
享
和
元
酉
年
六
月
廿
五
日
割
印
〉

寛
政
十
一
未
四
月

墨
付
六
十
六

T

万
葉
集
佳
調

と
あ
り
、
「
寛
政
九
年
巳
六
月
廿
五
日
」
の
日
付
で
割
印
が
押
さ
れ

て
い
る
の
で
、
寛
政
九
年
に
出
雲
寺
文
次
郎
な
ど
が
関
わ
り
、
江
戸

に
お
い
て
『
正
編
」
の
出
版
許
可
を
得
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

C
と
D
は
A
や
B
に
比
べ
る
と
匡
郭
の
切
れ
目
な
ど
か
ら
、
明
ら

か
に
後
に
刷
ら
れ
た
も
の
だ
と
推
察
で
き
る
た
め
、
後
の
方
に
位
置

付
け
た
。

次
に
、
実
際

江
戸
出
版
書
目

『
拾
遺
」
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
だ
が
、

改
訂
版
』
三
五
三
頁
に

万
葉
佳
調
全
一
冊
長
瀬
真
幸
著

全
一
冊

長
瀬
真
幸
著

〈
寛
政
九
年
巳
六
月
廿
五
日
割
印
〉

寛
政
六
四
月

行
会
、

一
九
六
二
）

の
三
ニ
ニ
頁
に

の
刊
記
は
「
寛
政
十
一
年
未

売
出
し

板

元

点

売
出
し

点
都

出
雲
寺
文
次
郎

須
原
屋
茂
兵
衛

『
享
保
以
後

出
雲
寺
文
次
郎

万
屋
太
次
右
衛
門
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初
夏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
割
印
が
押
さ
れ
た
の
は
「
享
和
元
酉

年
六
月
廿
五
日
」
と
あ
る
の
で
、
実
際
の
刊
行
年
月
日
に
は
ず
れ
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
売
出
し
の
「
須
原
屋
茂
兵
衛
」
は

ど
の
諸
本
に
も
記
載
が
な
い
た
め
、
「
出
雲
寺
文
次
郎
」
と
「
須
原

屋
茂
兵
衛
」
の
二
書
罪
が
関
わ
っ
た
諸
本
が
、
未
発
見
の
ま
ま
、
ど

こ
か
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、

〈
仮
説
〉
に
は
口
で
記
し
た
。

『
拾
遺
』
の
順
番
に
関
し
て
は
口
↓

E

↓

F

↓

G

と
し
て
い
る
が
、
前
述
の
通
り
、
「
拾
遺
』
の
初
刷
り
に
近
い

形
の
口
が
初
め
に
位
置
し
、
次
に

E
の
年
記
が
「
寛
政
十
一
年
」
、

F
の
年
記
が
「
文
政
九
年
」
と
あ
る
た
め
、
年
代
順
に
並
べ
、

F
と

G
は
匡
郭
の
切
れ
目
な
ど
か
ら
判
断
し
た
結
果
こ
の
順
序
に
な
る
。

『
正
編
」
と
『
拾
遺
』
の
合
綴
本
は
二
冊
見
ら
れ
る
が
、

D
の
順

序
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。
「
拾
遺
』
の
刊
記
が
な
く
、
そ
の
代

わ
り
『
正
編
』
の
刊
記
が
『
拾
遺
』
の
後
ろ
に
つ
い
て
い
る
た
め
、

同
じ
書
陣
で
『
拾
遺
』
単
独
の
も
の
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。

H
に
は
年
記
は
な
い
が
、
「
東
京
書
林
」
と
あ
る
の
で
、

明
治
の
後
刷
り
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
諸
本
を
整
理
し
た
結
果
、
未
解
明
の
点
も
あ
る
が
、

版
の
移
り
変
わ
る
経
緯
、
年
記
と
実
際
の
刊
行
の
年
月
日
の
ず
れ
が

確
認
で
き
た
。

ま
た
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）

の
「
長
瀬
真
幸
」

に
お
い
て
、
「
「
ゑ
」
を
「
え
」
に
仮
名
遣
の
誤
り
を
犯
し
た
こ
と
に

つ
い
て
の
宣
長
の
手
紙
も
の
こ
っ
て
い
る
。
後
日
こ
れ
は
埋
木
で
訂

正
さ
れ
た
が
、
当
時
の
真
幸
を
示
し
て
い
る
。
」
（
後
述
）
と
あ
る
。

現
調
査
段
階
で
は
そ
う
い
っ
た
本
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
今
後

も
調
査
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

真
幸
は
宣
長
門
と
言
わ
れ
る
が
、
入
門
早
々
に
江
戸
派
の
人
々
と

関
わ
り
、
『
正
編
」
『
拾
遺
」
を
編
ん
だ
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
宣
長
の

言
及
が
真
幸
と
宣
長
と
の
往
復
書
簡
か
ら
窺
え
る
。
以
下
、
『
正
編
」

「
拾
遺
』
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
宣
長
の
書
簡
を
記
載
す
る
。

〈
寛
政
五
年
十
一
月
十
五
日
長
瀬
真
幸
宛
〉

一
、
萬
葉
佳
調
御
撰
出
之
由
、
扱
々
珍
重
之
御
義
二
奉
レ
存

候
、
御
終
業
被
レ
成
候
ハ
ハ
拝
見
致
度
候
、
萬
葉
ハ
誤
字
多
く
、

且
又
訓
貼
も
殊
外
む
つ
か
し
き
物
二
御
座
候
、
定
而
右
之
御

心
得
、
御
如
在
有
レ
之
間
敷
と
奉
レ
存
候

「
萬
葉
佳
調
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
る
最
初
の
書
簡
で
あ

る
。
内
容
と
し
て
は
「
正
編
』
が
完
成
し
た
ら
是
非
拝
見
し
た
い
こ
と
、

「
正
編
』

『
拾
遺
』

に
対
す
る
本
居
宜
長
の
評
価
と

編
纂
の
過
程
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）
の
書
簡
で
は
「
正
編
」

の
草
稿
は
す
で
に
完
成
し
た
よ
う

『
萬
葉
集
」
は
誤
字
も
多
く
、
訓
点
が
難
し
い
の
で
心
す
る
よ
う
に

と
あ
る
。

〈
寛
政
六
年
二
月
二
日
長
瀬
真
幸
宛
〉

萬
葉
佳
調
致
：
拝
見
底
咬
是
ハ
甚
重
賓
成
書
二
御
座
候
、
御
上

木
、
御
同
前
致
大
悦

1

候

一
、
長
短
歌
共
御
撰
ミ
ハ
、
今
少
し
精
シ
か
ら
ざ
る
様
二
被

レ
存
候
、
殊
二
長
歌
ハ
、
御
撰
ノ
外
二
よ
き
歌
共
漏
レ
候
様

二
被
レ
存
候
、
短
歌
も
漏
候
多
か
る
へ
し
、
然
レ
共
殊
外
御

急
キ
之
事
二
候
ヘ
ハ
、
此
度
ハ
先
ツ
御
出
し
被
レ
成
候
ハ
ハ
、

追
而
又
々
精
撰
被
レ
成
候
も
可
レ
宜
候

一
、
巻
ノ
違
多
ク
見
え
候
事

一
、
端
書
の
事
、
萬
葉
ハ
凡
て
漢
文
様
の
書
さ
ま
な
れ
ハ
、
一

向
二
端
書
ハ
、
古
今
な
と
の
罷
二
御
改
被
レ
成
可
レ
然
候
、
下

地
之
端
書
二
す
が
り
て
ハ
漢
文
詞
二
成
候
事
の
み
多
候
也

一
、
清
濁
之
事
、
濁
ル
マ
ジ
キ
詞
二
濁
リ
ヲ
御
さ
し
被
レ
成
候

所
多
ク
御
坐
候

一
、
愚
老
も
殊
外
多
用
故
、
く
は
し
く
ハ
得
加
筆
不
レ
仕
候
、

殊
二
空
ニ
ハ
覺
え
不
レ
申
事
多
候
故
、
先
ツ
よ
く
覺
え
候
分
、

所
々
加
筆
い
た
し
返
進
申
候

で
、
宣
長
の
手
に
渡
っ
て
お
り
、
『
正
編
』
へ
の
批
評
の
言
が
見
え

る
。
長
短
歌
で
漏
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
特
に
長
歌
に
お
い
て
は

他
に
漏
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
る
、
と
の
言
及
が
見
ら
れ
『
正
編
』

の
撰
歌
に
関
し
て
宜
長
が
多
少
不
満
を
抱
い
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

ま
た
、
巻
番
号
の
誤
り
や
清
濁
の
有
無
に
つ
い
て
も
指
摘
が
あ
る
。

〈
寛
政
六
年
二
月
廿
三
日
長
瀬
真
幸
宛
〉

一
、
萬
葉
佳
調
愈
御
出
来
、
先
達
而
御
見
せ
被
レ
下
、
右
ハ

嘗
月
始
方
御
返
進
申
候
、
定
而
相
達
し
申
候
半
と
奉
レ
存
候
、

其
節
序
文
も
相
認
進
申
候
、
是
又
御
落
手
可
レ
被
レ
下
と
奉
レ

存
候
、
此
度
右
序
文
認
候
系
紙
被
レ
遣
候
へ
共
、
先
達
而
認

進
申
候
と
、
大
方
系
相
違
有
レ
之
間
敷
存
候
故
、
此
度
ハ
右

系
紙
其
儘
返
進
申
候

〈
寛
政
七
年
三
月
十
五

8

長
瀬
真
幸
宛
〉

一
、
萬
葉
佳
調
上
木
御
成
就
、
大
慶
御
同
前
仕
候
、
此
方
へ
も

被
贈
下
↓
、
江
戸
よ
り
さ
し
越
恭
奉
レ
存
候
、
追
々
相
弘
ま

り
可
レ
申
と
奉
レ
存
候

一
、
萬
葉
佳
調
跛
文
之
内
、
ゑ
卜
え
ト
ノ
か
な
違
之
事
、
成

程
此
方
二
而
も
早
速
心
付
、
い
か
、
二
存
候
儀
二
御
座
候
所
、

被
．
仰
聞
．
候
通
致
：
承
知
相
改
申
候
、
尚
又
、
名
古
屋
へ

も
申
遣
候
、
惣
罷
て
に
を
は
の
違
ハ
見
付
候
人
少
キ
物
二
而
、
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大
氏
之
人
ハ
違
ヲ
得
存
し
不
レ
申
候
、
俵
字
ノ
違
ハ
誰
も
能

見
付
候
故
、
甚
大
事
二
御
座
候
、
如
レ
仰
恨
字
一
ツ
の
違
ニ

而
一
部
ノ
疵
二
も
成
申
候
事
也

こ
の
二
書
簡
か
ら
は
「
正
編
』
が
い
よ
い
よ
刷
り
上
り
、
そ
れ
が

宣
長
の
も
と
へ
届
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
「
寛
政
七
年
三
月

十
五
日
」
の
書
簡
で
は
、
宣
長
の
跛
文
に
お
い
て
「
ゑ
」
と
「
え
」

の
仮
名
が
違
っ
て
い
る
こ
と
を
真
幸
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

の
宜
長
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
宜
長
は
跛
文
と
書

い
て
い
る
が
、
実
際
は
序
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
四
通
が

『
正
編
」
に
関
す
る
宜
長
の
書
簡
で
あ
る
。

宣
長
門
人
と
い
う
肩
書
き
が
一
般
的
な
真
幸
だ
が
、
寛
政
五
年
か

ら
六
年
に
か
け
て
の
江
戸
遊
学
の
時
期
は
江
戸
派
の
人
々
と
の
交
流

の
方
が
密
で
あ
る
。
真
幸
に
と
っ
て
は
、
書
簡
の
や
り
と
り
の
み
の

宣
長
の
影
響
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
正
編
」
は
勿
論
、
江

戸
派
に
近
い
採
歌
基
準
で
あ
ろ
う
か
ら
、
宣
長
が
（
「
正
編
』
か
ら
は
）

漏
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
る
、
と
指
摘
す
る
の
も
頷
け
る
。
こ
の

宣
長
の
指
摘
を
受
け
て
か
、
真
幸
も
「
正
編
」
刊
行
の
際
に
は
す
で

に
『
拾
遺
』
を
編
纂
す
る
意
向
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

H

拾
遺
」
に
言
及
し
た
宣
長
の
書
簡
は
以
下
の
二
通
の
み
で
あ
る
。

〈
寛
政
十
年
九
月
十
二
日

長
瀬
真
幸
宛
〉

長
瀬
真
幸
が
い
に
し
へ
ぶ
り
の
う
た
よ
み
せ
む
た
つ
き
に
、

一
、
萬
葉
佳
調
拾
遺
彫
刻
被
レ
成
候
由
、
最
早
致
こ
出
来
ー
候
哉
、

板
本
出
申
候
ハ
ハ
拝
見
致
度
、
相
待
申
候

〈
寛
政
十
二
年
正
月
十
八
日
長
瀬
真
幸
宛
〉

別
啓
、
去
年
八
月
、
十
二
月
、
両
度
之
御
状
追
々
相
達
、
致

こ
拝
見
候
、
千
蔭
、
春
海
、
其
外
好
古
之
諸
家
、
折
々
御
出

會
被
レ
成
候
由
、
面
白
事
共
御
座
可
レ
有
候
（
中
略
）
佳
調
後

篇
彫
刻
埒
明
キ
不
レ
申
候
由
、
と
か
く
何
れ
の
書
も
存
候
様

二
は
か
と
り
不
レ
申
候
、
待
か
ね
申
候
事
二
御
座
候
、
愚
老

七
十
賀
御
詠
被
レ
下
、
悉
奉
レ
存
候
、
任
レ
仰
致
こ
加
筆
．
進
申

候
間
、
重
而
御
清
書
可
レ
被
レ
下
候

「
寛
政
十
年
九
月
十
二
日
」
の
書
簡
に
は
「
拾
遺
』
の
彫
り
あ
が

る
の
を
見
た
い
の
で
待
っ
て
い
る
と
い
う
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
宜
長
は
『
拾
遺
』
の
編
纂
に
興
味
を
示
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
年
三
ヶ
月
後
の
「
寛
政
十
二
年
正
月
十
八
日
」

の
書
簡
に
は
千
蔭
、
春
海
の
名
が
見
え
、
真
幸
が
そ
の
後
も
彼
ら
と

交

流

の

あ

っ

た

こ

と

が

窺

え

る

。

、

実
際
、
宣
長
は
『
拾
遺
』
に
ど
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
『
拾
遺
」
に
寄
せ
た
宣
長
の
序
文
を
見
て
い
こ
う
。
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さ
き
つ
年
万
葉
集
の
よ
き
し
ら
べ
と
え
り
侍
た
る
一
ま
き
は
、

江
戸
の
旅
ゐ
の
い
く
た
も
あ
ら
ぬ
日
数
の
ほ
ど
の
い
と
ま
の
し

わ
ざ
、
に
は
か
に
す
べ
き
よ
し
さ
へ
に
有
け
れ
ば
、
な
ほ
の
こ

れ
る
な
も
多
か
る
と
、
そ
の
の
こ
れ
る
を
ひ
り
ひ
あ
つ
め
た
る
、

又
こ
れ
の
ひ
と
ま
き
、

さ
き
の
と
あ
は
せ
て
古
ぶ
り
の
埒
よ
み

せ
む
た
つ
き
に
せ
よ
。

「
正
編
に
お
い
て
漏
れ
た
歌
も
多
い
の
で
、
そ
れ
を
拾
い
上
げ
集
め

た
も
の
で
、
前
の
も
の
と
併
せ
て
い
に
し
え
ぶ
り
の
歌
詠
み
を
す
る

手
助
け
と
し
な
さ
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
拾
遺
』
に
関

し
て
一
先
ず
納
得
し
た
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。
し
か
し
前
述
の
「
寛

政
六
年
二
月
―
一
日
」
の
書
簡
で
『
正
編
』
に
つ
い
て
の
批
評
と
し
て

「
殊
二
長
歌
ハ
、
御
撰
ノ
外
二
よ
き
歌
共
漏
レ
候
様
二
被
レ
存
候
、
短

歌
も
漏
候
多
か
る
へ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
助
言
を
参
考
と
し
、

長
歌
を
よ
り
重
視
し
て
『
拾
遺
』
を
編
ん
で
い
た
と
し
た
ら
、
宜
長

の
意
向
に
沿
っ
た
形
だ
と
い
え
る
が
、
『
拾
遺
』
の
長
歌
は
五
首
で

あ
る
。
こ
れ
は
質
、
量
共
に
宣
長
の
満
足
す
る
数
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
卿
か
疑
問
が
残
る
。

宜
長
の
他
に
序
文
を
寄
せ
た
の
は
、
阿
蘇
惟
馨
と
高
本
順
（
紫
涙
）

で
あ
る
。
阿
蘇
惟
馨
は
肥
後
阿
蘇
神
社
の
神
官
で
あ
り
、
真
幸
に
国

学
を
学
ん
で
い
る
。
後
に
阿
蘇
神
社
大
宮
司
と
な
り
、
文
化
十
四
年

に
従
三
位
を
受
け
る
。

高
本
順
は
熊
本
藩
儒
。
初
め
真
幸
の
師
で
あ
り
、
真
幸
は
彼
の
す

す
め
で
伊
勢
の
本
居
宣
長
に
師
事
し
て
い
る
。
後
に
時
習
館
三
代
目

の
教
授
と
な
る
。

二
人
の
序
文
を
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
こ
う
。

〔
阿
蘇
惟
馨
・
序
〕

歌
て
ふ
も
の
は
、
今
の
世
に
も
上
が
か
み
よ
り
下
が
し
も

ま
で
物
す
め
れ
ば
、
野
邊
の
か
づ
ら
林
の
木
の
葉
の
如
く
に
ぞ
、

し
げ
く
聞
え
け
る
。
し
か
は
あ
れ
ど
、
そ
の
い
で
た
つ
あ
し
も

と
の
は
や
ま
の
き
り
ふ
か
く
し
て
、
八
渕
に
踏
ま
よ
ひ
つ
、
奥

山
の
た
か
ね
に
は
、
え
い
た
ら
ぬ
人
の
み
お
ほ
く
し
て
、
あ
や

し
げ
な
る
す
が
た
ぞ
、
い
で
き
に
け
る
。
そ
を
な
げ
き
て
、
長

瀬
の
真
幸
が
さ
き
に
萬
葉
集
の
佳
調
を
え
ら
び
い
で
た
る
は
、

級
善
戸
の
か
ぜ
の
天
の
八
重
雲
吹
は
ら
し
て
、
月
日
の
光
り
あ

き
ら
か
な
る
が
ご
と
く
、
く
ら
ぶ
山
を
ぐ
ら
き
う
ら
み
も
な
く

高
峯
に
の
ぽ
ら
ふ
麓
の
道
は
た
ま
ど
は
し
く
も
あ
ら
ず
な
む
な

り
に
け
る
。
（
中
略
）
こ
た
び
、
ま
た
そ
の
も
れ
た
る
を
ひ
ろ

ひ
て
、
ひ
と
ま
き
と
し
た
る
に
ぞ
、
ま
な
び
の
道
は
い
よ
、
ま

そ
か
、
み
、
影
く
も
り
な
く
、
な
も
な
り
に
け
る
。
（
後
略
）

歌
と
い
う
も
の
は
現
在
の
世
も
大
変
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
歌
の

本
当
の
心
が
分
か
っ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
れ
を
嘆
い
て
、
真

幸
が
撰
び
出
し
た
『
正
編
』
を
撰
ん
だ
こ
と
を
評
価
し
、
更
に
『
拾
遺
』
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だ
め
た
り
け
る
。
（
後
略
）

〔
高
本
順
・
序
〕

歌
の
し
ら
べ
も
糸
竹
の
し
ら
べ
の
ご
と
く
な
む
あ
る
べ
き
。

し
ら
べ
と
A

の
は
ず
し
て
は
い
か
で
か
声
の
あ
や
を
も
言
薬
の

み
や
び
を
も
な
さ
ま
し
。
そ
の
と
、
の
ひ
た
る
中
に
も
い
に
し

ヘ
今
の
し
ら
べ
は
た
お
な
じ
か
ら
ず
。
万
業
集
は
上
つ
代
の
歌

な
れ
ど
も
、
き
く
の
ま
に
／
＼
か
き
あ
つ
め
た
る
も
の
な
れ
ば
、

よ
く
と
、
の
ひ
た
る
は
、
い
と
し
も
お
ほ
か
ら
ず
と
な
ん
、
今

の
戦
に
し
て
古
の
歌
を
ま
な
び
ま
く
ほ
り
せ
ば
、
い
に
し
へ
の

し
ら
べ
の
よ
く
と
、
の
ひ
た
る
歌
を
、
朝
夕
に
み
な
ら
ふ
べ
き

も
の
な
め
り
、
と
わ
が
国
の
我
友
、
長
瀬
真
幸
お
も
ひ
た
ち
て
、

さ
り
ぬ
べ
き
歌
を
万
葉
し
ふ
よ
り
え
ら
び
出
た
る
を
佳
調
と
名

づ
け
て
す
で
に
世
に
ひ
ろ
め
ぬ
。
い
ま
ま
た
、
の
こ
れ
る
を
ひ

ろ
ひ
て
そ
れ
に
つ
ぎ
な
ん
と
す
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
か
し
の
み

の
書
と
り
し
て
も
の
し
た
ら
ん
は
、
か
な
は
ぬ
こ
と
も
や
あ
り

な
む
。
風
の
音
の
と
ほ
き
う
し
た
ち
に
も
あ
ひ
は
か
り
て
こ
そ

と
て
、
す
、
か
路
や
鈴
の
屋
を
と
ぶ
ら
ひ
、
大
江
門
な
る
橘
の

蔭
に
立
よ
り
て
、
ま
め
や
か
に
と
ひ
ふ
か
く
か
う
が
へ
て
ぞ
さ

を
撰
ん
だ
こ
と
で
学
問
の
道
は
影
曇
り
な
く
な
っ
た
、
と
述
べ
て
い

る。

こ
こ
で
は
「
歌
の
し
ら
べ
」
に
つ
い
て
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

調
べ
が
と
と
の
っ
て
い
る
中
に
も
昔
と
今
の
調
べ
は
同
じ
で
は
な
い

の
で
、
今
の
世
で
昔
の
歌
を
学
び
た
い
な
ら
ば
、
昔
の
調
べ
が
よ
く

と
と
の
っ
た
歌
を
朝
夕
見
習
う
べ
き
だ
、
と
真
幸
の
『
正
編
」
編
纂

の
意
図
を
述
べ
、
宜
長
や
千
蔭
に
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
出
来
た
も

の
だ
、
と
記
し
て
い
る
。

お
の
れ
は
や
く
よ
り
い
に
し
へ
ぶ
り
を
た
ふ
と
び
て
、
な
ら
の
葉

の
名
に
お
ふ
宮
の
ふ
る
こ
と
の
林
に
わ
け
い
り
、
お
の
が
ど
ち
の
い

に
し
へ
ぶ
り
の
歌
よ
み
せ
む
た
づ
き
に
も
と
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
の
は

の
中
に
し
ら
べ
よ
し
と
お
ぽ
ゆ
る
か
ぎ
り
を
え
り
い
だ
し
て
、
さ
き

に
ひ
と
ま
き
と
せ
る
を
人
々
の
、
こ
へ
る
ま
、
に
い
た
に
ゑ
り
て
但

に
ひ
ろ
め
ぬ
る
を
、
か
の
え
ら
び
は
し
も
、
く
さ
ま
く
ら
た
び
の
や

ど
り
の
い
ぶ
せ
き
に
、
む
ら
き
も
の
心
を
い
た
み
、
八
ち
ま
た
に
思

ひ
み
だ
れ
し
ほ
ど
の
す
さ
び
な
り
け
れ
ば
、
な
ほ
も
れ
た
る
ぞ
い
と

お
ほ
か
り
け
る
。
か
れ
い
ま
そ
の
落
葉
ど
も
を
か
れ
よ
こ
れ
よ
と
か

き
つ
め
つ
ヽ
、
ま
た
こ
れ
の
ひ
と
ま
き
と
は
な
し
ぬ
。
か
く
て
こ
の

撰
さ
ま
の
よ
し
や
あ
し
や
は
神
風
の
伊
勢
の
国
に
さ
く
鈴
の
名
に
お

ふ
、
や
ど
の
を
ぢ
の
さ
や
け
き
ま
そ
み
か
ゞ
み
の
ま
に

I
＼
こ
そ
、

寛
政
の
七
と
せ
と
い
ふ
年
の
き
さ
ら
ぎ
の
も
ち
の
夜
に
肥
の
道
の
し

り
の
国
人
長
瀬
真
幸
た
ぶ
せ
の
い
ほ
の
ま
ど
の
も
と
に
て
、
軒
場
も

最
後
に
真
幸
の
自
跛
を
見
て
み
よ
う
。
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る
月
影
も
お
ぽ
ろ
な
る
に
い
と
ゞ
し
く
筆
の
ゆ
く
へ
も
た
ど
／
＼
し

く
か
き
し
る
し
つ
。

「
正
編
j

で
漏
れ
た
も
の
を
拾
い
上
げ
「
拾
遺
」
と
し
た
こ
と
、
撰

り
様
の
良
し
悪
し
は
宣
長
に
よ
る
こ
と
と
あ
る
た
め
、
宜
長
の
評
価

を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
窺
え
る
。
ま
た
、
「
寛
政
の
七
と
せ
と
い

ふ
年
の
き
さ
ら
ぎ
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
自
跛
が
書
か
れ
た
の
は
「
寛

政
七
年
二
月
」
と
分
か
る
。
「
拾
遺
』
の

E
系
統
本
の
年
記
は
「
寛

政
十
一
年
初
夏
」
で
あ
り
、
先
述
の
よ
う
に
刊
行
ま
で
に
約
六
年
の

隔
た
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

『
拾
遺
」

『
正
編
』
「
拾
遺
」
の
諸
本
に
つ
い
て
、
当
時
の
出
版
記
録
な
ど
を

参
照
し
た
結
果
、
現
在
確
認
で
き
る
も
の
を
並
べ
る
と
、
『
正
編
』

四
系
統
は
A
系
統
か
ら

D
系
統
の
本
、
「
拾
遺
j

三
系
統
は

E
系
統

か
ら

G
系
統
の
本
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
「
正
編
」
と
「
拾
遺
』
の

合
綴
本
で
あ
る
，
D
系
統
の
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
順
序
を
特
定
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
今
回
特
定
で
き
な
か
っ
た
本
や
ま
だ
確
認

さ
れ
て
い
な
い
版
の
諸
本
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
調
査
を

続
け
た
い
。

真
幸
は
「
正
編
」

四
お
わ
り
に

刊
行
の
時
期
に
宣
長
と
何
度
か
書
簡

れ
に
つ
よ
い
興
味
を
い
だ
い
て
い
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。

一
七
五
頁
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
が
、
宣
長
が
『
拾
遺
」
の
内
容
に
及
ぼ
し

た
と
考
え
ら
れ
る
客
観
的
な
根
拠
は
見
出
せ
な
い
。
真
幸
に
と
っ
て

宣
長
の
言
及
は
、
「
拾
遺
」
を
編
ん
だ
き
っ
か
け
に
は
成
り
え
た
か

も
知
れ
な
い
が
、
内
容
そ
の
も
の
に
影
響
を
及
ぽ
す
程
の
力
は
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【注】
(
1
)
,
D
系
統
の
米
谷
本
③
の
見
返
し
に
は
「
江
戸
書
林

載
が
あ
る
。
こ
れ
は
元
の
刊
記
の
記
載
か
ら
そ
う
記
し
た
も
の
か
。

(
2
)
中
野
三
敏
『
書
誌
学
談
義
江
戸
の
板
本
」
（
岩
波
書
店
、

ニ
八
八
頁
参
照
。

一
九
九
五
）

(
3
)
宣
長
か
ら
真
幸
宛
の
書
簡
は
全
二
十
二
通
。
寛
政
五
年
五
月
二
十
八
日
か

ら
享
和
元
年
七
月
二
十
七
日
ま
で
。
『
本
居
宜
長
全
集
」
第
十
七
巻
（
筑

摩
書
房
）
に
そ
の
全
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
嶋
廣
足
編
『
本

居
翁
消
息
j

所
載
（
長
崎
県
立
図
書
館
・
諏
訪
神
社
文
庫
所
蔵
）
の
も

の
。
こ
の
往
復
書
簡
に
つ
い
て
は
白
石
氏
の
『
江
戸
時
代
学
芸
史
論
考
」

真
幸
の
江
戸
滞
在
中
に
真
幸
か
ら
宣
長
に
宛
て
た
手
紙
は
伝
存
し
な

い
の
で
、
こ
の
宣
長
書
簡
に
よ
っ
て
し
か
真
幸
の
書
信
の
内
容
は
う

か
が
え
な
い
が
、
真
幸
は
お
も
に
江
戸
で
会
っ
た
同
学
の
士
や
学
界

の
動
静
に
つ
い
て
宣
長
に
報
告
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
宣
長
も
そ

尚
古
堂
」
と
い
う
記
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そ
の
都
度
撰
び
出
し
て
ま
た
一
巻
と
す
る
意
志
が
窺
え
る
。

(
4
)

『
正
編
』
の
自
祓
に
「
此
ま
き
は
お
の
れ
さ
き
に
こ
A

ろ
み
に
え
ら
び
て

書
す
て
お
き
た
る
を
こ
た
び
人
々
の
こ
へ
る
に
よ
り
て
板
に
え
ら
し
め
つ
。

な
ほ
も
れ
た
ら
む
は
、
つ
ぎ

I
＼
に
え
ら
み
出
て
ま
た
一
巻
と
す
べ
し
」

と
あ
り
、
以
前
試
し
に
撰
ん
で
書
き
っ
ぱ
な
し
に
し
て
お
い
た
物
を
今
回

人
々
が
求
め
た
た
め
、
板
に
彫
ら
せ
た
こ
と
、
こ
こ
か
ら
漏
れ
た
も
の
は
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